
生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞

の読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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国連気候変動枠組み条

約第 26回締結国会議

（COP２６）は、石炭火力

発電の削減を各国に呼

び掛ける文言を盛り込ん

だ「グラスゴー気候合意」

を採択し、閉幕しました。

世界の気温上昇を「産業

革命前から１.５度に抑え

る努力の追及」も明記。

焦点の石炭火力発電に

関しては、中国とインドの

反発で、「削減」にとどめ

ました。 （11/16付３面）

今週の記念日
★ 11月26日
「 ペ ン の 日 」
1935年のこの
日に日本ペン
クラブが創立
されたことを記
念し、65年に
制定しました。
ペンクラブは文
学を通じて諸
国民の相互理
解を深め、表
現の自由を擁
護するための
国際的な文学
者の団体。ＰＥ
Ｎとは、Ｐが詩
人・劇作家、Ｅ
が随筆家・編
集者、Ｎが小
説家を意味し
ています。

農水省は2022年産の米

対策の見直し方針を明

らかにしました。転作助

成の「産地交付金」を巡

り、前年からの転作拡大

分に 10㌃当た り 1万

5,000円の配分措置の

見直しを提起。収入減

少影響緩和対策（ナラ

シ対策）の加入要件に、

ＪＡや実需者との事前の

＜日本記念日協会から＞

出荷・販売契約等を加え

る方針。具体的な見直し

内容は、今後の焦点とな

ります。 （11/18付1面）



今春の凍霜被害を受け、山形県南

陽市のサクランボ農家・高橋善一さ

ん（69）と精密機械メーカーの秀機

（高畠町）が開発に乗り出していた

オイルヒーターが完成、受注が始ま

りました。半世紀前まで活躍したオイ

ルヒーターを改良、ステンレス製でさ

びにくいのが特徴。（11/17付15面）

農研機構は、単独で育成者権を持つ果樹で登録

した品種について、農家が自家増殖する際に許諾

料の支払いを求めると発表しました。ブドウ「シャイ

ンマスカット」、梨「あきづき」、栗「ぽろたん」など12

品目93品種が対象。2022年4月の改正種苗法の

施行を受け、増殖１本当たり個人申請は100円、Ｊ

Ａなど団体申請は50円が必要。 （11/17付１面）

日本農業新聞 東北支所 〒980-0011 仙台市青葉区上杉１-２-１６ ＴＥＬ：022（264）8680／ＦＡＸ：022（264）0951

日本農業新聞 東北支所 支所長 齊藤將実
今年の「新語・流行語大賞」候補が発表されていますが、ご存知でしょうか。30点のう
ち新型コロナウイルスや東京五輪、大リーグの大谷翔平選手関連が中心で、1年を象
徴する出来事・人物だと、改めて実感します。ＪＡグループでも身近な「ＳＤＧｓ」、他にも
「親ガチャ」「ととのう」等は分かりましたが、「ぼったくり男爵」「イカゲーム」をはじめ７つ
はお手上げでした。昨年の大賞は「3密」でしたが、今年もコロナ関連かな。

全国の葉タバコ農家の４割に当たる1,729戸が、2022

年産からの作付けをやめる見通し。日本たばこ産業

が10年ぶりに廃作の希望を募りました。岩手や青森、

福島で大幅に減少。喫煙規制で需要が減り、生産側

も後継者の確保が困難な状況に。応じた農家に10㌃

当たり36万円の協力金を支払います。（11/14付１面）


